










パレスチナ写真展

飲める水があるという幸せ飲める水があるという幸せ

非日常が日常の世界
　真実のパレスチナを知ってもらうため、写真展を開催しました。
パレスチナ人の写真家 / ジャーナリスト、ハイサム・ハーティブ氏の作品 22 点
とガザ写真家協会の作品 37 点。なかなか見られない貴重な作品たちです。
　ハイサム氏は、ドキュメンタリー映画の舞台にもなったビリン村在住。
イスラエルによる土地略奪への非暴力抵抗運動の象徴として、海外からも多く
の支援者が集まっているところです。
　ガザ地区の写真は、長年続くイスラエルによる軍事占領の苛酷な現状と、
その中で慎ましく暮らす人々の素顔が描かれています。
　来場者のアンケート感想には、驚きや心を痛める気持ちが多くつづられてい
ました。

京都東本願寺のしんらん交流館・9 月 25 日～10 月 24 日

なぜ、 こんな悲惨な毎日が続かな

いといけないのか。 それに対して、

国際社会が何一つできないのはな

ぜなのか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30代）

胸がつまりました。 この占領、 不平等

を変えてほしい！　　（50代）

パレスチナの人によって撮られた写真展

は、貴重なものだと思います。 （60代）

〜来場者の感想〜

過酷な今を生きている中でも笑顔

を見せる子どもたち。 彼らの未来

を想い、 一日でも長く生きのびら

れますように、 と願うばかり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（60代）

Palestine Support

パ レ ス チ ナ 支 援

〜脱塩浄水機器・設置プロジェクト〜〜脱塩浄水機器・設置プロジェクト〜

　ガザは水質が悪く、病気が蔓延しています。すべての子どもたちがお腹

に寄生虫を持っています。イスラエル占領軍によって、深い井戸を掘る

ことが禁じられているためです。

　ガザのアハメッド・タウラ医師の懇請により、2017 年に「ガザ地区浄水

プロジェクト」を発足させました。そして 2018 年 11 月、１台目となる

脱塩浄水機器を設置。１日約 1000 人の人たちに安全な水を供給し、現地

から多くの喜びの声が届いています。２基目の設置を目指していますので、

みなさまのご支援をお待ちしています。
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